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河川は、私達の生活にうるおいとやすらぎを与え

てくれる貴重な水と緑の空間であり、良好な河川空

間について国民の関心はますます高くなっていま

す。

国土交通省では、河川が地域住民の共有財産であ

るという認識の下に、河川についての理解と関心を

深め、地域住民、市民団体や関係行政機関等による

流域全体の良好な河川環境の保全・再生を積極的に

推進するとともに、河川愛護意識が広く国民の間で

醸成されることを目的とし、 月を 河川愛護月間

と定め、河川愛護運動を実施しています。

本年度も、各地方整備局、都道府県、市町村等が

主体となって、地域住民、河川愛護団体、関係行政

機関等の協力を得て、 川が好き 川にうつった

空も好き（平成 年 河川愛護月間 推進標語募集、

最優秀賞作品）を推進標語として、河川愛護運動を

河川愛護月間の実施について
川が好き 川にうつった 空も好き

国土交通省河川局治水課

積極的に展開することとしています。

月間中は、ポスター、ちらし等による広報活動を

はじめ、全国各地で、河川のクリーン作戦、絵画・

作文等のコンクール等地域の実情に応じた多様な活

動を積極的に実施することとしています。

特に、各地域において地域住民、市民団体等との

河川のふれあい点検、水面利用・川下り、川の指導

者等の人材育成の支援、河川に関する地域住民、市

民団体等とのコミュニケーションの充実等を実施す

ることとしています（別紙 参照）。

また、今年はこれらの活動に加え、河川愛護月間

の推進特別事業として絵手紙の募集を行うこととし

ております（別紙 参照）。

これらのイベントに、一人でも多くの方が参加さ

れ、河川愛護運動の主旨をご理解いただき、一層の

御協力をお願いいたします。

別紙

平成 年度 河川愛護月間 実施要綱

目 的

この運動は、身近な自然空間である河川への国民

の関心の高まりに応えるため、地域住民、市民団体

と関係行政機関等による流域全体の良好な河川環境

の保全・再生への取り組みを積極的に推進するとと

もに、国民の河川愛護意識を醸成することを目的と

する。

期 間

平成 年 月 日（日）から 月 日（火）まで

主 催

国土交通省、都道府県、市町村

後 援

内閣府、日本放送協会、 日本新聞協会、 日本

民間放送連盟

協 賛

日本河川協会、全国治水期成同盟会連合会、全

国水防管理団体連合会、 建設広報協議会、 河川

環境管理財団、 河川情報センター、 リバーフロ

ント整備センター、 渡良瀬遊水地アクリメーショ

ン振興財団、全国建設弘済協議会

運動の重点

地域と一体となった良好な河川環境の保全・再生

地域社会と河川との関わりの再構築

河川愛護意識の醸成

河川の適切な利用の推進

推進標語

川が好き 川にうつった 空も好き

（平成 年 河川愛護月間 推進標語募集、最優

秀賞作品）

実施要領

河川管理者は、地域住民、市民団体、関係行政機

関等と協力し、この月間中に、河川愛護の意識が広

く国民の間で醸成されるよう、次に掲げる活動及び

地域の実情に応じた多様な活動を積極的に展開する
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ものとする。

地域と一体となった良好な河川環境の保全・再生

イ．良好な河川環境の保全・再生

良好な河川環境を保全・再生するため、地域

住民、市民団体等が主体となって行う河川環境の

保全・再生等に関する活動を積極的に支援する。

ロ．河川の美化

月間中に 川のクリーン作戦 等を企画し、

河川に関わる市民団体、町内会、関係行政機関

等と協力しつつ河川美化を推進する活動を行う

とともに、堤防、河川敷等に廃棄されたゴミの

一斉清掃等を行う。

地域社会と河川との関わりの再構築

イ．地域住民、市民団体等と協力した河川の点検等

すべての人々が親しみやすい河川空間にする

ため、地域住民、市民団体等と河川管理者が協

力して、川へのアクセスや利用について点検す

る機会を設け、今後の川づくりに反映させる。

ロ．水面の利用、川下り等

多くの河川で、カヌー、ボート、イカダ等に

よる河川の水面利用が行われるようになってい

る。地域住民、市民団体等による河川の水面利

用を体験する活動を支援するとともに、河川の

水面利用の安全点検を河川利用者と河川管理者

が協力して行う。

ハ．川の指導者等の人材育成の支援

川に対する基本的な知識、川での様々な遊び、

地域の歴史・文化等を教えることのできる 川

の指導者 等の人材を育成し、それぞれの地域

で子どもに対して川での遊び方を教える活動等

を支援する。

ニ．河川に関する地域住民等とのコミュニケー

ションの充実

河川は、地域の水循環の主軸で、地域の文化、

風土等とのつながりを有している。このため、

川や流域における 川の 日 の情報の積極

的な提供に努め、関係機関や地域住民、市民団

体等とのコミュニケーションの充実を図る。

河川愛護意識の醸成

イ．河川についての広報活動の実施

報道関係機関等の協力を得て、積極的に河川

に関する広報活動を行う。

広報誌、折り込み、スライド、ポスター、ス

テッカー等を活用し、この月間の趣旨の地域住

民、市民団体、河川利用者等への浸透を図る。

ロ．河川愛護団体への支援等

河川愛護団体への支援に努め、必要に応じて表

彰等の措置を講じ、河川愛護意識の醸成を図る。

なお、みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰

に推薦されるよう積極的に努めるものとする。

ハ．各種イベントの開催

月 日が 川の日 であることも踏まえ、川

の日 と連携した講演会、シンポジウム等を積

極的に開催するほか、河川に関する写真、絵画、

作文のコンク ルを開催し、優秀作品は表彰、展

示を行う等により、河川愛護意識の醸成を図る。

河川の適切な利用の推進

イ．関係行政機関が共同して河川のパトロールを

実施する等、河川利用者等に対し河川の適切な

利用に関する指導等を行う。

ロ．地域において、住民の日常的な河川空間の利

用が促進され、地域づくり、まちづくりにおいて

活かされるよう関係機関との連携の強化を図る。

霞ヶ浦夏休み教室（昨年度の実施例から）後志利別川水生生物による水質の
簡易調査（昨年度の実施例から）
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別紙

河川愛護月間 “絵手紙”募集要領

目 的

河川愛護月間（ 月 日 月 日） における

広報活動の一環として、平成 年度より同月間推進

特別事業として様々な作品を募集してきましたが、

平成 年度においては、昨年好評であった絵手紙を

小学生・中学生・高校生の他、一般の方を含めて、

広く募集し、より一層、河川愛護意識の高揚を図る

ことを目的とします。

応募方法

募集内容 川遊び 川での思い出・川への

思い をテーマに絵と文章を組

み合わせて描いた“絵手紙”を作

成して下さい。

デザイン・彩色・画材は自由。（写

真は除く）

応募資格 河川愛護月間の趣旨に賛同し、絵

手紙を作成して頂ける方

（ただし、一人一作品とする）

サ イ ズ 官製はがきサイズ

応募方法 作品の裏に、氏名・住所・電話番

号の他に小学生・中学生・高校生

は学校名・学年、一般の方は年齢

を明記の上、郵送される場合には、

封書にて応募して下さい。

（氏名・住所・学校名には必ずふ

りがなをつけて下さい。）

個人情報保護法を遵守します。

送付先

東京都千代田区霞ヶ関

国土交通省河川局治水課内 河川愛護月間

絵手紙募集係 行

問い合わせ先

国土交通省河川局治水課総務係

菊地・小泉 （内線 ）

（ アドレス

）

応募期間 平成 年 月 日（金）まで（当日

必着）

応募上の注意

応募作品の使用・著作権は、国土交通省に帰

属します。

応募作品は、未発表のオリジナル作品に限り

ます。

応募作品は、返却致しません。

審査員

審査員は、水環境の専門家、マスコミ関係者、美

術の専門家等で構成する予定です。

発表方法

審査終了後に、入賞者には直接通知するとともに、

機関誌等に掲載します。

作品使用

優秀作品は、平成 年度 河川愛護月間 ポス

ター・チラシ等で使用するほか、 河川愛護月間

推進に幅広く活用します。

賞

最優秀賞（国土交通大臣賞） 点

優秀賞（国土交通事務次官賞） 点

優良賞（国土交通省河川局長賞） 点

審査委員特別賞 点

奨励賞 点

表 彰

主催者である国土交通省から賞状を、協賛団体か

ら副賞を贈呈します。

主催 国土交通省

協賛 建設広報協議会、 日本河川協会、

河川情報センター、 河川環境管理財団、

リバーフロント整備センター
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呼びかけ統一標語

ふれあいさわやか 森と湖

もう一つ ふるさと見つけた 森と湖

さわやかな 心のオアシス 森と湖

統一シンボルマーク

森と湖に親しむ旬間

国土交通省河川局河川環境課

この旬間は、昭和 年度より開始され、国民のみ

なさんに森林や湖に親しむことにより、心と体をリ

フレッシュしながら、森林やダム等の重要性につい

て理解していただくことを目的としています。

本年度も旬間中は、国土交通省、林野庁、都道府県、

市町村等が主催者となり、全国各地の管理ダムを中

心として、ダム堤体内、発電所、水源林の見学会やコ

ンサート、各種イベント等が実施されるほか、ポス

ター、チラシ等により広報活動を展開していきます。

その中の代表行事として 月 日から 日にかけ

て寒河江ダム（山形県）において全国行事 全国森と

湖に親しむつどい が実施されます。この行事の内

容としては、各種イベントや記念式典、森林と川に

関してのシンポジウム等を予定しています。こうし

た機会を通じて、森林やダム等の重要性へのご理解

をより一層深めていただければと考えます。

以下に本旬間の実施要綱及び全国行事の概要を紹

介します。

平成 年度 森と湖に親しむ旬間 実施要綱

目 的

国民に森と湖に親しむ機会を提供することによっ

て、参加者の心身をリフレッシュし、明日への活力

を養うとともに、森林やダム、河川等の重要性につ

いて、国民の関心を高め、理解を深めることを目的

とする。

期 間

平成 年 月 日（土）から 月 日（火）

主 催

国土交通省、林野庁、都道府県、市町村

後 援（予定）

内閣府、水資源機構、日本放送協会、 日本新聞

協会、 日本民間放送連盟

行事等の実施主体等

実施主体

各地方公共団体、マスコミ関係機関、民間企

業等の主催により実施されるよう調整する。

全国行事は、民間企業等の協力を得て 森と

湖に親しむ旬間全国行事実行委員会 （会長

山形県知事）の主催により実施する。

実施場所

全国各地の森林、すべての管理中のダム（国、

機構、都道府県）及び可能な限り多くの利水ダ

ムにおいて行うことを目標とする。

また、全国行事として、 全国森と湖に親し

むつどい を寒河江ダム（山形県西村山郡西川

町）及び周辺地域において実施する。

実施内容等

行事主体の統一テーマ

みんなで奏でよう！水と緑のシンフォニー

水と緑に恵まれた自然豊かな森と湖に集い、

自然環境に親しみ、人と人との交流を深め、や

国土交通省及び林野庁は、毎年 月 日から 日

までを 森と湖に親しむ旬間 として定めています。
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すらぎやうるおいを感じてもらうことを通して

森と湖の大切さを理解することを目的に、この

統一テーマのもと、全国各地の水源地において

各種行事、広報活動等を実施する。

実施内容

ア．森林、ダム、湖沼の美しさ、快適さを享受

するための行事等の実施

イ．森林、ダム、湖沼に対する理解、関心を深

めるための行事等の実施

ウ．森と湖のある上流水源地域住民と下流都市

地域住民との交流

エ．広報活動の推進

オ．その他

協 賛（予定）

日本河川協会、 国土技術研究センター、 河

川情報センター、 河川環境管理財団、 日本ダム

協会、 ダム・堰施設技術協会、 ダム技術セン

ター、 ダム水源地環境整備センター、全国治水期

成同盟会連合会、 全国治水砂防協会、 建設広報

協議会、全国建設弘済協議会、 国土緑化推進機構、

日本治山治水協会、全国森林組合連合会、 全国

森林土木建設業協会、 日本林業協会、 日本林業

土木連合協会、 全国木材組合連合会

平成 年度 全国行事の概要
森と湖に親しむ旬間 における全国行事は、昭

和 年度の川治ダムを最初に、全国の管理ダムにお

いて順次実施しており、今回で 回目を迎えます。

今年度は、寒河江ダム周辺で行われますので以下

にその概要を紹介します。

平成 年度 全国森と湖に親しむつどい

森と湖に親しむつどい

月山湖サマーフェスタ

会 場 寒河江ダム（山形県西村山郡西川町）

及び周辺地区

（月山沢地区まねきの丘、弓張平公

園 他）

開 催 日 平成 年 月 日（土） 日（日）

主要行事 （以下の行事は予定であり、今後変

更されることがあります。）

シンポジウム

森と湖に親しむ旬間全国行事シンポジウム

日 時 月 日（土）

場 所 西川町開発センター（山形県西村山

郡西川町）

第一部（ ）

子供フォーラム（体験活動を実施した寒河江

川流域の小学生による活動発表）

第二部（ ）

パネルディスカッション

寒河江ダム及び周辺地区イベント

日 時 月 日（土） 日（日）

場 所 寒河江ダム及び周辺地区

主な行事

メイン会場（月山沢地区まねきの丘）

日、 日

オープニング記念式典（ 日のみ）、トーク

ショー、キャラクターショー、郷土芸能 流

域 、湖畔コンサート、特産市、月山自然

水振る舞い、湖上花火大会（ 日のみ）、水

辺の乗り物体験、等

サブ会場（弓張平公園）

、 日

チェーンソーアート、自然工作教室、真夏の

スノーゾーン、昆虫展、等

寒河江ダム（メイン会場よりシャトルバス移動）

、 日

ダム見学会

本道寺発電所（メイン会場よりシャトルバス移動）

、 日

発電所見学会

その他、全国各地の管理ダムで、様々なイベント

が開催されます。ぜひ、最寄りの管理ダムで行われ

る各種行事に参加し、森林やダム等の重要性につい

て、より一層の理解を深めていただきたいと思いま

す。なお、全国各地で予定される行事につきまして

は、追って国土交通省のホームページに掲載する予

定です。

（昨年度の実施例から）



北海道のほぼ中央に位置する上川盆地には、人工

約 万人の札幌に次ぐ北海道第 の都市である旭川

市のほか、良質な米や野菜を生産する東川町、東神

楽町などが、雄大な大雪山系の西に流れる幾筋もの

河川に沿って発展してきました。上川盆地を流れる

石狩川には、忠別川、美瑛川、牛朱別河などが合流

しており、このうち忠別川は過去の度重なる洪水被

害の一方で深刻な農業用水不足を繰り返してきまし

た。

忠別ダムは、昭和 年に土地改良計画の一環とし

て計画されましたが、昭和 年 月の台風 号によ

る洪水被害などを契機に、洪水調節と流水の正常な

機能の維持、かんがい及び水道用水の供給、発電を

目的とする多目的ダムとして新たに計画され、昭和

年 月に実施計画調査が開始されました。昭和

年から建設に着手、平成 年度から本格的なダム工

事に着手し、平成 年 月から運用を開始しました。

忠別ダムの完成により、流域の安全度が高まると

ともに、安定した農業用水、生活用水の確保や電力

の供給など地域の安全や発展がより一層図られるこ

とになりました。

ここでは、忠別ダムの概要と水源地域ビジョンな

どについて紹介します。

ダムの概要

忠別ダムは、北海道のほぼ中央の、日本最大の山

岳公園である大雪山国立公園の西側に位置し、石狩

川の支川である忠別川に建設された、洪水調節、

流水の正常な機能の維持、かんがい及び水道用水の

供給、発電を目的とした多目的ダムです。ダム形式

は重力式コンクリートダムと中央コア型フィルダム

を組み合わせた複合ダムで、堤頂長 （コンク

リート部 、フィル部 ）、堤体積

（コンクリート 、フィル部 ）、

総貯水容量 の規模です（表─ ）。

ダムの目的

洪水調節

石狩川水系では昭和 年と昭和 年に未曾有

の大洪水が起き、甚大な被害を受けています。

これを契機に昭和 年 月に石狩川水系工事基

本計画が改定され、石狩川上流の基準点である

伊納地点において、基本高水流量 の

うち を河道で流下させ、残り

を大雪ダム、忠別ダム等で洪水調節

を行うこととされました。忠別ダム地点におい

ては、基本高水流量 のうち、

の洪水調節を忠別ダムで行い、忠別川及び石狩

川流域の水害を軽減します。

平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

石狩川忠別ダム完成
─大雪山の恵みをうけとめて─

国土交通省北海道開発局忠別ダム管理所

【完成した忠別ダム】
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流 域 面 積 設 計 洪 水 位

湛 水 面 積 サ ー チ ャ ー ジ 水 位

総 貯 水 容 量 常 時 満 水 位

有 効 貯 水 容 量 最 低 水 位

堆 砂 容 量 利 用 水 深

洪 水 調 節 容 量 最 大 取 水 量

利 水 容 量

型 式 重力式コンクリートダム
中央コア型フィルダム の複合ダム

堤 高 コンクリート部 フィル部

提 頂 長 コンクリート部 フィル部

堤 体 積 コンクリート部
フィル部

放 流 設 備
常 用 洪 水 吐

コンジットゲート
門

自由越流
門

非 常 用 洪 水 吐 自由越流
門

ダ ム サ イ ト 地 質 新第三期中新世の輝石安山岩

【ダム正面図】

表─ 忠別ダム諸元
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流水の正常な機能の維持

ダム下流の忠別川、石狩川沿いの既得用水の

補給、及び流水の正常な機能の維持と推進を図

ります。

かんがい用水

重要な穀倉地帯である国営忠別地区、国営北

空知地区の農地に対し、かんがい用水を供給し

ます。

水道用水

旭川市、東川町及び東神楽町に対し、水道用

水として新たに 日の取水を確保し、

水需要の増加、及び上水道への転換が必要な地

域に対し、安定した上水道用水の供給確保を図

ります。

発電

新たに建設される新忠別発電所をダム直下に

建設し、最大出力 の発電を行い、ク

リーンエネルギーとして安定的な電力供給を図

ります。

コスト縮減

公共工事のコスト縮減については、平成 年に

公共工事コスト縮減対策に関する行動方針 が

策定され、平成 年度までの 年間で工事コスト

を ％以上削減するという目標の下に政府全体と

して取り組みをはじめ、各省庁が一致協力して施

策を推進し一定の成果を上げてきました。

忠別ダム建設事業を進める中で、新技術の活用、

設計・施工の幾度にわたる見直し、既存施設の活

用等により様々なコスト縮減を図って来ました。

主なコスト縮減対策は以下のとおりです。

コンクリート打設層厚の変更

フィル盛り立て層厚の変更

放流設備の構造変更

利水放流ゲート油圧装置の構造変更

グラウチング指針の適用

利水放流設備・取水設備規則操作盤への

の採用

ダムコンへの汎用パソコン採用

現場内における廃コンクリートの全量使用

ダム周辺の整備

ダム周辺の環境事業は、周辺の雄大な自然環境と

新たに出現する水と緑の広大なダム湖空間が一体に

なり、この地を訪れる人々に静かな感動を与えるよ

うなダム湖景観を創出することを目的としていま

す。整備方針は、地域と一体となって作成した忠別

ダム周辺整備計画において、 自然 景観 交流

の つの柱に基づき、景観・眺望空間の創出と住民

の利用を前提とした考え方が基本となっています。

主な周辺整備として、人工ビーチ・野鳥の森・ふ

くろう池・トンボ池・ダム下広場（東川町）、望郷

広場（美瑛町）があります。

野鳥の森は、東川町有地のノカナン高台地区にあ

り、人々の休息と野鳥の観察を主体とする自然体験

活動を目的とする広場で、ダム展望広場や園路があ

り、自然を満喫出来ます。ふくろう池は、貯水池に

隣接して野鳥や小動物の休憩・採餌の場を整備した

もので、貴重な自然生態系を守り育み、バードウォ

ッチンクや散策などを楽しめる広場となっていま

す。

忠別ダム水源地域ビジョン

水源地域ビジョンは、ダムを地域の資源のひとつ

として活かし、水源地域の自立的、持続的な活性化

や地域振興を図る行動計画であり、忠別ダムは、地

域との連携を深めるため、建設中の早い段階から検

討会を立ち上げて来ました。

【ダム周辺整備施設】

【ふくろう池と野鳥の森】



忠別ダム水源地ビジョンの提言書策定は、平成

年 月に地域住民 名と関係行政機関等 名の委員

という構成でスタートし、約 回もの検討会を重ね、

平成 年 月に策定されました。

その後、推進会議設立に向けての、推進準備会を

立ち上げ、推進会議に向けてのイベントを試験的に

実施してノウハウを学ぶこと、設立までの課題に取

り組むことを手掛けて、設立のための準備を行って

きました。試験イベントでは、地域の住民を対象と

した企画、あるいは、子供会を対象とした企画など

を手掛けて、平成 年度に 回、平成 年度に 回

実施しました。試験イベントの企画から事前調整・

準備、当日の役割分担、総括という一連の流れの中

で、ビジョンの推進に向けて、組織として、個人と

して様々のノウハウの蓄積ができた感があります。

また、設立までの課題の取り組みでは、組織につい

て、あるいは、活動についての決め事を整備してい

くために、組織の運営などを定めた会則づくり、円

滑な活動を目指した湖面や周辺の利用ルールづくり

などを検討してきました。

会則も整備され、会の愛称も 遊 忠別 にき

まり、今年度は、推進準備会で討議された成果、実
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【ニュースレター（第 号）】

忠別ダム水源地域ビジョン検討会 
（平成15,16年度） 

忠別ダム水源地域ビジョン推進準備会 
（平成17,18年度） 

忠別ダム水源地域ビジョン推進会議 
（平成19年度以降） 

・全体テーマ 
・目標 
・行動計画、具体例 
 

｝ の策定 
忠別ダム水源地域ビジョン提言書 

会則、会の名称の策定 

ビジョンの推進 

・旭川開発建設部長 
・旭川町長、東川町長、東神楽町長、美瑛町長 

・組織づくり 
・運営ルール 
・活動ルール 



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

践で得た成果を土台として、地域のなかで活かされ

た推進活動を展開し、ビジョンの推進に向けての活

動が盛んになることと思われます。

お わ り に

忠別ダムの背後には、大雪山連峰が広がり、旭岳

や天人峡などの風光明媚な観光地には多くの観光客

が訪れております。この度新たに出現したダム湖は、

公募により 忠別湖 と命名され、豊かな湖水と美

しい風景が、当地域の新たな観光資源として、また

癒しの空間として、地域の方々に愛され、地域活性

化に貢献するものと大いに期待しているところで

す。

忠別湖と大雪連峰

九州治水期成同盟連合会（九水連）の沿革

設 立 目 的

九州管内における直轄河川事業の進展を図るため

に、昭和 年 月 日に連合組織として発足以来、

平成 年度にダム期成会、平成 年度には砂防期成

会並びに海岸事業期成会が加わり、現在、 期成会

で構成されています。

構 成 団 体

直轄河川期成会、 直轄ダム建設促進期成会、

直轄砂防期成会、 海岸期成会

会 長

福岡県久留米市長 江藤 守國

事務局所在

久留米市役所都市建設部河川課内

福岡県久留米市城南町

結成 周年記念事業について

日 時

平成 年 月 日（木）

場 所

ホテル太陽パレス 階 サンホール

鹿児島県薩摩川内市

事業目的

九州治水期成同盟連合会は、九州管内における直

轄事業の進展を図るために、昭和 年 月 日に連

合組織として結成されました。この記念事業は、当

連合会が結成 年を迎えるにあたり、当連合会の最

終目標である 安全で安心な九州のまちづくり を

目指すために、国、県、市町村などの行政関係者で

災害等への危機管理や災害から学ぶ教訓等について

語り、今後も各自治体が担っていかなかればならな

い危機管理という課題について、一考する機会とな

るよう企画したものです。

主催者挨拶、来賓祝辞

主催者代表として江藤守國九水連会長（久留米市

長）が挨拶を行い、その後、関克己治水課長（国土

交通省河川局）、真下和彦土木部長（鹿児島県）今

別府哲矢（薩摩川内市議会議長）よりご祝辞をいた

だきました。

また、政務ご多忙の中ご臨席いただきました国会

議員代理の皆様方、ご祝電をいただいた国会議員の

先生方のご紹介を行いました。

九州治水期成同盟連合会結成 周年記念事業について

九州治水期成同盟連合会事務局



基調講演

講演では、財団法人リバーフロント整備センター

の竹村公太郎理事長より 川と日本文明 と題した

ご講演をいただき、日本の国土形成や低平地に形成

された日本文明、治水や水害との戦い、各時代にお

ける命の水との関わり、日本人の寿命と水との関わ

り、異常気象、食料需給やエネルギー自給の観点か

ら 世紀の課題等についてご説明いただきました。

パネルディスカッション

パネルディスカッションでは、 災害に学ぶ危機

管理 水害に強い地域づくり と題し、大野

弘人南日本新聞社論説委員をコーディネーターとし

て迎え、パネリストには、地域の安全を担われてい

る首長を代表し、近年の大規模災害の発生で避難勧

告等の危機管理の大切さを実感された首藤正治延岡

市長、森卓朗薩摩川内市長のご両名を、災害に強い

地域づくりに携われている学識経験者として杉尾哲

宮崎大学工学部教授を、また、国土保全の観点から

森北佳昭国土交通省九州地方整備局河川部長をお迎

えし、延岡市、薩摩川内市での災害発生状況、災害

時の課題、災害後の取組みや水害に強い地域社会形

成等について、闊達なご議論いただくとともに、被

災経験に基づく貴重なご意見をいただきました。

謝 辞

当連合会が結成 周年を迎えるにあたり、これま

で九州地方の治水事業の推進に半世紀にわたり、ご

尽力を賜りました国土交通省、財務省や政府関係者、

全国治水期成同盟会連合会関係者、九州各県関係者

の皆様方に心から御礼を申し上げます。

加えて、本記念事業の企画等に際し、多大なご指

導・ご協力頂きました公益法人九州建設弘済会、九

州地方計画協会、北部九州河川利用協会の関係者の

皆様方に対しまして、この場をお借りしまして、改

めて厚く御礼を申し上げます。
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河川局 関 克己治水課長のご挨拶 竹村公太郎 財団法人リバーフロント
整備センター理事長のご講演

コーディネーター、パネリストによるディスカッション
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購入申込みは、上記水害サミット実行委員会
事務局へ 
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